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競技参加者への注意事項
• 競技開始の指示のあるまで,課題が入った封筒を開けないで下さい.

• 課題は 5問,競技時間は 4時間（10時～14時）です.

• 質問がある場合は，競技開始から 2時間経過するまで質問票を提出することができます．質
問への回答は「正しい」「正しくない」「ノーコメント」「課題の記述の中に答えはある」「無
効」のいずれかです．競技開始から 2時間経過後も質問票を提出することはできますが，競
技時間内に回答するとは限りません．

• 実行時間制限・メモリ制限・コンパイラオプション・配点・応答の種別は overview sheetに
記述されています．

• 全ての課題でセットごとに採点を行います．各セットは 1個もしくは複数のデータで構成さ
れており，セット中のすべてのデータに正解した場合にのみ配点分の得点が与えられます．

• 解答は，解答提出サイト http://joijsvr/から提出して下さい．

• 提出した解答にはフィードバック（「完全」「部分」「例のみ」のいずれか）が与えられます．
フィードバックが与えられるまでに時間がかかることがあります．競技終了 15分前までに
提出されたソースには競技時間内にフィードバックが与えられますが，それ以降に提出さ
れたソースには競技時間内にフィードバックが与えられるとは限りません．ソースを提出
する回数に制限はありません．複数回提出した場合は，最後に提出したソースのみが採点
の対象となります．

• joi2012.zipを http://joijsvr/からダウンロードしてください．home directoryで joi2012.zip
を展開すると, joi2012 という directory が作成され，その下に 2012-ho-t1, 2012-ho-t2,
2012-ho-t3, 2012-ho-t4, 2012-ho-t5の 5つの directoryが作成されます．問題ごとの di-
rectoryの中には問題文中の入出力例が展開されます．解答ソースは問題ごとの directoryの
中に, overview sheetに記載のファイル名で保存して下さい．競技サーバに予期せぬ障害が
発生した場合に，これらの directoryにあるファイルで採点を行う場合があります．
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1 JJOOII (JJOOII)

JOI (日本情報オリンピック)の本選に向けてプログラミングの練習をしていたあなたは，今年度の JOIの
予選の問題には数値を扱う問題ばかりが出題され，文字列を扱う問題がなかったことに気がついた．そこ
であなたは，こっそり文字列の問題に強くなってライバルたちに差をつけることにした．

JOIの過去問を眺めていると，J, O, Iの 3種類の文字からなる文字列に慣れておく必要がありそうなこと
がわかった．そこで，そのような文字列について考えよう．あなたは「与えられた文字列が JOIという部
分文字列をもつかどうかを答えよ」という問題を思いついたものの，これはすぐに解けてしまった．もっ
とレベルの高い問題を解きたいあなたは，以下のような問題を作った．
文字列 tが文字列 sの部分文字列であるとは，tの先頭および末尾に何文字か (0文字でもよい)を付け足

すと sになることである．たとえば，JJOOIIは OJJOOIIOJOIの部分文字列である．一方，JOIは JOOIの
部分文字列ではない．
また，0以上の整数 kに対し，レベル kの JOI列とは，k個の文字 J，k個の文字 O，k個の文字 Iをこ

の順に並べた文字列のことであるとする．たとえば，JJOOIIはレベル 2の JOI列である．
与えられた文字列の部分文字列である JOI列のうち，レベルが最大のものを求めたい．

課題
J, O, Iの 3種類の文字からなる長さ Nの文字列 S が与えられたとき，レベル kの JOI列が S の部分文字

列であるような最大の kの値を求めるプログラムを作成せよ．

制限
1 5 N 5 1000000 (= 106) S の長さ

入力
標準入力から以下のデータを読み込め．

• 1行目には J, O, Iの 3種類の文字からなる文字列 S が書かれている．

出力
標準出力に，レベル kの JOI列が S の部分文字列であるような最大の kの値を表す整数を 1行で出力せよ．

問題 1- 1 / 2
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採点基準
採点用データのうち，配点の 20%分については，N 5 100を満たす．

入出力例
入力例 1 出力例 1
OJJOOIIOJOI 2

OJJOOIIOJOIはレベル 2の JOI列である JJOOIIを部分文字列として含んでおり，レベル 3以上の JOI
列は部分文字列として含まない．

入力例 2 出力例 2
IJJIIJJJ 0

レベル 0の JOI列は長さ 0の文字列である．

入力例 3 出力例 3
JOIJOIJOIJOIJOI 1

入力例 4 出力例 4
OOJJJJJJJOOOOIIIII 4
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2 たのしいカードゲーム (Card Game is Fun)

1から 1000までのどれかの整数が書かれたカードがたくさんある．アンナとブルーノはそれらのカード
を用いて，次のようなゲームをする．
アンナは A枚，ブルーノは B枚のカードからなる山を持つ．アンナは A枚のカードの中から任意の何枚

か（0枚でもよい）を捨てて新しい山を作る．ブルーノは B枚のカードからなる山の一番上から何枚か（0
枚でもよい）と，一番下から何枚か（0枚でもよい）を捨てて新しい山を作る．ただし，捨てる際に残っ
たカードの並び替えは行わない．このように作った 2つの山が一致していたら，一方の山に含まれるカー
ドの枚数が 2人の得点になる．ただし，2つの山が一致するとは，山に含まれるカードの枚数 nが同じで，
かつ上から i番目 (1 5 i 5 n)に書かれたカードの整数が全て同じであることである．
例えば，アンナが 5枚のカードの山を持ち，書かれている整数は上から順に 1,2,3,4,5であり，ブルーノ

が 4枚のカードの山を持ち，書かれている整数が上から順に 3,1,4,1であったとする．このとき，アンナが
2,3,5のカードを捨て，ブルーノが一番上の 3と一番下の 1のカードを捨てると 2人の山が一致する．この
とき，残った山の一方に含まれるカードの枚数は 2枚なので，2人は得点 2を得る．

2人の得点の最大値を求めたい．

アンナ

ブルーノ

問題 2- 1 / 3
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課題
アンナとブルーノが持っているカードの山の情報が与えられたときに，2人の得点の最大値を求めるプ

ログラムを作成せよ．

制限
1 5 A 5 5000
1 5 B 5 5000
カードに書かれている整数は 1以上 1000以下である．

入力
標準入力から以下のデータを読み込め．
1行目には，整数 A, Bが空白を区切りとして書かれている．
2行目には，A個の整数が空白を区切りとして書かれており，i番目の整数 (1 5 i 5 A)はアンナの持って

いる山の上から i番目のカードに書かれている整数を表す．
3行目には，B個の整数が空白を区切りとして書かれており， j番目の整数 (1 5 j 5 B)はブルーノの持っ

ている山の上から j番目のカードに書かれている整数を表す．

出力
標準出力に，得点の最大値を表す整数を 1行で出力せよ．

採点基準
採点用データのうち，配点の 10%分については，A 5 10, B 5 10を満たす．
採点用データのうち，配点の 50%分については，A 5 100, B 5 100を満たす．

入出力例
入力例 1 出力例 1
5 4

1 2 3 4 5

3 1 4 1

2

この入出力例は問題文中の例に対応している．
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入力例 2 出力例 2
6 5

4 1 5 2 3 4

4 5 4 2 3

3

この入出力例では，2人が得点 3を得る方法が 2通り存在する．アンナが 1, 2, 3のカードを捨てブルー
ノが 2, 3のカードを捨てたとき, 2人の山は上から順に 4, 5, 4となり, 2人の得点は 3点となる. また,アン
ナが 1, 5, 4のカードを捨てブルーノが一番上の 4と 5のカードを捨てたとき, 2人の山は上から順に 4, 2, 3
となり, 2人の得点は 3点となる.

問題 2- 3 / 3
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3 夜店 (Night Market)

太郎くんは，JOI神社で開かれる夏祭りに行くことにした．
JOI神社に向かう道に沿って，N 個の夜店が開かれている．それぞれの夜店には，1から N までの番号

が順番についており，遊んだ時の楽しさと遊ぶのにかかる時間がそれぞれ整数で決まっている．夜店 iで
遊んだ時の楽しさは Aiで，夜店 iで遊ぶのにかかる時間は Biである．
また，夏祭りのイベントとして花火大会があり，時刻 S に最も大きな花火が打ち上げられる．太郎くん

はこの最も大きな花火を見たいと思っている．
太郎くんは夜店と花火の両方を楽しむために，夏祭りに到着する時刻 0から夏祭りが終わる時刻 T まで

の予定を立てることにした．
太郎くんは夜店の中から k個 (1 5 k 5 N)の夜店を選び，それぞれに対して訪れる時刻を整数で決める．

同じ夜店を 2度選ぶことはできない．選ばれた夜店の番号を小さい順に y1, y2, ..., ykとし，夜店 yiを訪れる
時刻を xyi とすると，太郎くんは夜店 yiで時刻 xyi から時刻 xyi + Byi まで遊ぶ．
太郎くんは夜店の番号の小さい順に遊び，同時に 2つの夜店では遊べない．また，夜店と夜店の間の移

動にかかる時間は無視できる．
時刻 T を超えると夏祭りが終わるので，夜店で遊ぶことはできない．また，夜店で遊んでいる間は花火

を見ることはできない．ただし，時刻 S がある夜店で遊び始める時刻や遊び終わる時刻であった場合は，
太郎くんは花火を見ることができるものとする．
すなわち，予定は以下の条件を満たしていなければならない．

• y1 < y2 < ... < yk

• xy1 , xy2 , ..., xyk は整数．

• 0 5 xy1 < xy1 + By1 5 xy2 < xy2 + By2 5 ... 5 xyk < xyk + Byk 5 T

• xyi < S < xyi + Byi となるような iは存在しない．

選ばれた夜店の楽しさ Ay1 , Ay2 , ..., Ayk の合計を Mとする．太郎くんは Mができるだけ大きくなるように
予定を立てたいと思っている．

課題
N個の夜店の情報と時刻 S , T が与えられた時，Mの最大値を求めるプログラムを作成せよ．

問題 3- 1 / 3
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制限
1 5 N 5 3000 夜店の数
1 5 T 5 3000 夏祭りが終わる時刻
0 5 S 5 T 最も大きな花火が打ち上げられる時刻
0 5 Ai 5 100000 (= 105) 夜店 iで遊んだ時の楽しさ
1 5 Bi 5 3000 夜店 iで遊ぶのにかかる時間

入力
標準入力から以下の入力を読み込め．
入力の 1行目には整数 N, T, S が空白を区切りとして書かれており，夜店の数が N個，夏祭りが終わる時

刻が T，最も大きな花火が打ち上げられる時刻が S であることを表す．
続く N 行には夜店の情報が書かれている．入力の i + 1 (1 5 i 5 N)行目には整数 Ai, Biが空白を区切り

として書かれており，夜店 iで遊んだ時の楽しさが Aiで，夜店 iで遊ぶのにかかる時間が Biであることを
表す．
また，すべての入力において，１つ以上の予定を立てられることが保証されている．

出力
標準出力に，Mの最大値を表す整数を 1行で出力せよ．

採点基準
採点用データのうち，
配点の 10%分については，N 5 20を満たす．
配点の 20%分については，S = 0を満たす．
配点の 30%分については，これら 2つの条件の少なくとも一方を満たす．また，これら 2つの条件の両

方を満たすような採点用データはない．

入出力例
入力例 1 出力例 1
5 20 14

8 9

2 4

7 13

6 3

5 8

16
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この例において，
夜店 1を時刻 0に訪れ，
夜店 2を時刻 9に訪れ，
夜店 4を時刻 14に訪れるような予定を立てると，Mを最も大きくすることができる．
このとき，M = 8 + 2 + 6 = 16である．

問題 3- 3 / 3
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4 釘 (Nails)

JOIくんは板に釘を刺して遊んでいる．下図のように，JOIくんは一辺 N 本の正三角形の形に釘を並べ
て刺した．上から a行目 (1 5 a 5 N)には a本の釘が並んでいる．そのうち左から b本目 (1 5 b 5 a)の釘
を (a, b)で表す．

(1, 1)

(2, 2)(2, 1)

(5, 5)(5, 1)

(3, 1) (3, 2) (3, 3)

(4, 1) (4, 2) (4, 3) (4, 4)

(5, 2) (5, 3) (5, 4)

図 1: 釘の並び方（N = 5の場合）

釘を頂点とする正三角形が，「各辺が全体の正三角形の辺のいずれかと平行で，全体の正三角形と同じ
向き」であるとき，この正三角形を「よい正三角形」と呼ぶ．すなわち，「よい正三角形」とは，3本の釘
(a, b), (a + x, b), (a + x, b + x)を頂点とする正三角形のことである（ただし a, b, xは 1 5 a < N, 1 5 b 5
a, 1 5 x 5 N − a)をみたす）．

JOIくんは，輪ゴムを使って，「よい正三角形」の周りを囲うことにした．

図 2: 輪ゴムによる「よい正三角形」の囲い方の例

問題 4- 1 / 2
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課題
正三角形の一辺に並んでいる釘の本数 Nと，JOIくんが持っている輪ゴムの数 Mと，M本の輪ゴムによ

る「よい正三角形」の囲い方が与えられたとき，1本以上の輪ゴムで囲われた釘の本数を求めるプログラ
ムを作成せよ．

制限
2 5 N 5 5000 一辺に並んでいる釘の本数
1 5 M 5 500000 (= 5 × 105) 輪ゴムの数

入力
標準入力から以下のデータを読み込め．

• 1行目には整数 N,Mが空白を区切りとして書かれている．Nは正三角形の一辺に並んでいる釘の本
数を，Mは JOIくんの持っている輪ゴムの数をそれぞれ表す．

• 続く M行は輪ゴムによる「よい正三角形」の囲い方の情報を表す．i + 1行目 (1 5 i 5 M)には整数
Ai, Bi, Xi (1 5 Ai < N, 1 5 Bi 5 Ai, 1 5 Xi 5 N − Ai)が空白を区切りとして書かれている．これは，i
本目の輪ゴムは 3本の釘 (Ai, Bi), (Ai + Xi, Bi), (Ai + Xi, Bi + Xi)を頂点とする「よい正三角形」を囲っ
ていることを表す．

出力
標準出力に，1本以上の輪ゴムに囲われている釘の本数を 1行で出力せよ．

採点基準
採点用データのうち，配点の 30%分については，M 5 10000を満たす．

入出力例
入力例 1 出力例 1
5 2

2 2 1

2 1 3

12

この例は図 2のような「よい正三角形」の囲い方に対応している．この例において，(1, 1), (4, 4), (5, 5)
以外の 12本の釘が 1本以上の輪ゴムで囲われている．

問題 4- 2 / 2
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5 JOI国のお祭り事情 (Festivals in JOI Kingdom)

JOI国には N 個の街があり，それらの間は M本の双方向に通行可能な道路で結ばれている．国民は道路
を通ってそれらの街を移動する．

JOI国の国民には，お祭りが好きな人が多く，現在，K 個の街でお祭りが開催されており，非常に賑わっ
ている．一方で，一部の国民はお祭りを騒がしいとして嫌い，お祭りにできるだけ近づきたくないと思っ
ている．
そこで国王は，優秀なプログラマーであるあなたに，そのようなお祭りを嫌う国民のため，ある街から

ある街に移動するために，お祭りが開催されている街にどれだけ近づかずに移動することができるかを高
速に調べることのできるプログラムの作成を依頼した．

課題
道路の情報とお祭りが開催されている街の情報，および Q個のクエリ（出発する街 S i と行きたい街 Ti

の組）が与えられる．各クエリ iに対し，街 S i から街 Ti へのすべての経路のうち，お祭りまでの距離が
最大となる経路の，お祭りまでの距離を求めるプログラムを作成せよ．ただし，ある経路のお祭りまでの
距離とは，経路上の街からお祭りが開催されている街までの移動距離の最小値のことである．

制限
2 5 N 5 100000 (= 105) JOI国の街の個数
1 5 M 5 200000 (= 2 × 105) JOI国の道路の本数
1 5 K 5 N お祭りが開催されている街の個数
1 5 Q 5 100000 (= 105) クエリの個数
1 5 Li 5 1000 i番目の道路の長さ

入力
標準入力から以下のデータを読み込め．

• 1行目には整数 N,M,K,Qが空白を区切りとして書かれている．Nは JOI国の街の個数を，Mは JOI
国の道路の本数を，Kはお祭りが開催されている街の個数を，Qはクエリの個数をそれぞれ表す．街
には 1, 2, · · · ,Nの番号がつけられている．

• 続く M行は道路の情報を表す．i + 1行目 (1 5 i 5 M)には整数 Ai, Bi, Li (1 5 Ai 5 N, 1 5 Bi 5 N)が
空白を区切りとして書かれている．これは，i番目の道路が街 Aiと街 Biを結んでおり，長さが Liで
あることを表す．道路の両端が同じ街であることはない．また，任意の 2つの街 p, qに対し，pと q
を結ぶ道路は 2本以上存在しない．どの街からどの街へもいくつかの道路をたどって行くことがで
きる．

問題 5- 1 / 4
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• 続く K 行はお祭りが開催されている街の情報を表す．i + M + 1行目 (1 5 i 5 K)には 1つの整数 Fi

(1 5 Fi 5 N)が書かれている．これは街 Fiでお祭りが開催されていることを表す．F1, · · · , FK の中に
同じ値が 2回以上現れることはない．

• 続く Q行はクエリを表す．i + M + K + 1行目 (1 5 i 5 Q)には 2つの整数 S i,Ti (1 5 S i 5 N, 1 5 Ti 5
N, S i , Ti)が空白を区切りとして書かれている．これは i番目のクエリの出発する街が S iであり行
きたい街が Ti であることを表す．

出力
標準出力に，全クエリへの答えを Q行で出力せよ．すなわち，i行目に，街 S i から街 Ti へのすべての

経路のうち，お祭りまでの距離が最大となる経路の，お祭りまでの距離を表す整数を出力せよ．

採点基準
採点用データのうち，
配点の 10%分については，Q = 1を満たす．
配点の 20%分については，N 5 5000, Q 5 5000を満たす．
配点の 30%分については，これら 2つの条件の少なくとも一方を満たす．また，これら 2つの条件の両

方を満たすような採点用データはない．

問題 5- 2 / 4



第 11回日本情報オリンピック 2011/2012本選
2012年 2月 12日（東京）

入出力例
入力例 1 出力例 1
6 6 2 3

1 2 5

2 3 4

2 4 6

3 5 9

4 5 3

5 6 7

1

6

3 4

5 2

1 4

7

5

0

6つの街が 6本の道路で結ばれており，お祭りは街 1, 6の 2つの街で開催されている．クエリは以下の
3つである．

• 1つ目のクエリは街 3から街 4へ行くというものである．街 2を経由する経路ではお祭りまでの距離
は 5，街 5を経由する経路ではお祭りまでの距離は 7となるため，答えは 7である．

• 2つ目のクエリは街 5から街 2へ行くというものである．街 3と街 4のどちらを経由しても，街 2で
お祭りまでの距離が最小となり，答えは 5である．

• 3つ目のクエリは街 1から街 4へ行くというものである．街 1はお祭りが開催されている街であるた
め，答えは 0となる．

1 2
5

34

4

6 5

9

3 6
7

図 1: 入力例 1
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入力例 2 出力例 2
12 17 2 5

1 3 6

1 6 7

2 3 8

2 4 4

2 8 11

2 12 2

3 6 3

3 7 8

3 11 2

4 12 2

5 10 3

6 10 5

8 9 6

8 12 7

9 10 6

11 9 10

12 9 5

8

7

2 6

5 2

1 10

8 9

9 4

8

8

11

0

6

1

3

6
67
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2
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図 2: 入力例 2
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